
2．昭和3ざ年度配布椅封三よる乳牛の灸露蹄査並びに  

阿礼叩年度配布埼兼に慮る優手銅直  

裁家産塊， 塵細 尾． 東商 摺司   

．／ 終  息  

苛 酷  不智紆  孝三香不定言   

n  ’喫頭数  正規数  窺 数  露 盤  頸．数  牛  ユヱ／3  ∫こ3／ム  ／ク■食8  クj（ワ  グJご㌻   
電  路  奉  ∂7年環産写残稽  ・  

甑、、  喪主政教に灯し  ●  ♀   
サ ⊂）  低利不醇  瓶 嵐  砲 獲ぎ   

之 受病床頗の分節   

tり 乳同席施年別覇醸成頑  

千各号  生見日日  産 地  人工頚清濁数  夜絶敢数  電路不時頭放  晩婚準   

－ション  
ルマてヅー‾   ざJ∠，・ヲ．才  ／牙   ク    ■轟一  

何   
9…  

イルベー、ソシー ダーラヅド   u タ∂、占．ノ可場■’産  

チタ占   ／／ノ  
アルミドIJ  

1■弱デ、お   場 産   

蔓        n            t  ／ヱ／  ク3之   

ロ ヱ∫∠  ／＃／  

丁 ／∠∂  ト閥、〃   
一口／ヾ肘 J7う川－  ト鬼7〃  賜 象   

∠才  
∫プチ  ～多Z              jgヱ  u  ／ぎ／     H  ‖ ！ さ′．  

い射〃  唇可 ・招  
／42室 戸／    ‖ 占∠、ヂ‡ 柑  

．ノ√  l   ／プ  ぎ ∫／．グ   乙 jアブ．プア  腸盈星 〃ヱ   ぎ          －       t    l  L
．
■
．
1
し
 
 

．
■
 
 

3．＿Z／∂  ／・クタグ；   ク∂J‾iク4r…  
岬【－－1－▼－－，・ニー－＿▼・、＿＿＿．．．▼▼W＿＿＿．＿．⊥＿＿＿．，．．．－，．＿．＿．＿．   

－3－  



α）爪lレスタイン鹿渡牛の垂粛別項露戎鳴  

竜胆』吐を不鵬  

愚数卜敢数   

寿・   ′♂∂占  ／．∠ク3   
ー ∠きgぎ ユズ〃   

針／ナ   

牽   

歌   グク／  ／、プチ∠    ‖ ∈ き”！／占ク   ク4ク  

冬   クタア  ′ク♂／   44ク屋・／クク  王 ク∠ノ        之ク／！／グ〃   〃∠．〃   
・針   ヱヱ／3  よβ′∠   ／ク4gi グ∂√   

，（3）舐Jレスダイン薇麺千の地成功喫酵城薇  

喫頭数  正常数  現 数琶   

阿  ∫∂  牙∂  ユ′i   

画轡帝都（両帝綿む  ユノ占／  j占ク3  ／、∂′ヱ‡   

南珍帝都（  ）  g占∫  ♪ヱ／  占／   

此多啓卵（  

外   

軒   ∂、ユノ3  よ3／占  ／．ク次ぎ   
兼域別               区                               ）  ♂女ノ  ア9ヱ   I∂jヱ   

甚＝雌牛の回数別蔓廃成頗  

質感後項致に  
吋守ろ観念（％ナ  

l‘ノ．3   

‘タ，グ   ヱ／．J   

ク∂．4   夢．ク   

クタ．j   ナ．＿ユ   

4ヱ、／   〃、ヱ   ． 蜜露頭麿・  不・蜂孝艶  ∵古生否不哺 盈：載  ‖ 1篭帽李  クク．ナ   ／ク♂．ク   

人エJ督廊  
鶉敦  

ヱ‘）ユ？  

7冶∫  

ユ∂〃   

′虐タ  

・即 好年 庫の炸敦  

】顔  

‡  

L                   ‡  

－4一   



も す び   

当軌二あいて．乾布しと将来に立石乳牛の受胎．迫a、・■に慶事の状潔左腹  

し′ 人工琶婿亨賃上の項粁王将ろE約互も／｝こ．本圃盈亙栗為した。ピの  

結実左馨約7ろとノ 守痘畢伺．仝媒酌に前年覆謀リ指マ向上してあり．知  

娩隷巾こ触ろ＝二 北多摩地区が最も高く′：果しlモ，董多摩地区′ 頭身奉祀魔  

の嗜ヒ巧ってし1ろ。買電窮欄圧Id．春季が澱も遍〈ノ 以下．敢′ 笥．阜の  

特に低下しノ ー破約威喝ヒ頃、◆∴一 致し⊂い局。しク、し乍ら′旦媒肘．な偵向  

とし⊂．部下・乃丸干の要燈皐打破然として低くノ ニ∩こと，言．急速貪絶域  

．吸Ⅹlニトろ野元刀不是′蹄J…薇ケ尊に畔う．綺凍寒虎ノ■）癌化ノ違び・に人  

工授絹押野水準・り低○専一こ社旗了呑もノ）ヒ考え←：‥J乙ろJが 茂軋 琶祈年の  

材充についこlま．他オ、ぁの媛魚津取得の周免役尊か，うノ 絶境■月∈しn賀後車  

訝に成眉てる傾向が兼～乃り・つ、あるのe′腰釦焉殖の生産ノ 逸ひに壕危  

孜紆の同上g頓ろヒヒもじ．塵ガ彦埋草．軌漁・枝街孜薦に蘭て石澤縛∴姦  

瞑轍盾2i召勾必魯があー奄と思われる。  

3．豚の骨メ各鹿追と産痢性に岡すろ節丸  

底Il‡正大．宅原煮丸印，大箱緒′吃   

意えがき   

茶所蒐は疾麻潜り務台角館をうけて．3年計産どノ路風∂プ卑賓d‾り滞癒   

し葦卓店封ヱ隼田ぐある．彗布■斉疎ノ）j箆囁放の委契につしlて珂亘瑠発言草牒   

したが′ 本年指針二確骨放の呉危局棟の飼痘試潔を好い一路互9∂ドg をも   

っ⊂屠額繹体しノl勾′ 脂肪．啓の壌i合等につし1て額温研塔を持っE。  

′ 研■忽8繭   

挽の提督教に11文興があって，ノ経帝政の％いI薫ビ甲鮭に伸むl、があり．息  

播にゎしlて針喬碩凍ヤ昔終長が痘く．しかも産淘覆が尊く飼淘・匂利和主：＿   

すぐれているとしlわれていろのぞノ 晩の環視遺灰上の哀碇凌粁－㌢碍弓だイ・   

本試凰を東施した。  

2．研免方法  

ぴノ鹿骨教の発覚調査  

イ．調査5現数  

ヨークシャー塵  

ヨンドレー ス痩   

4／ヱ 頭ノ  

3∠ 簸  

－、タ‾－   


